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春
季
近
畿
地
区
高
等
学
校

軟
式
野
球
大
会
が
、
６
月
７

日
（
木
）
か
ら
富
田
林
バ
フ

ァ
ロ
ー
ズ
ス
タ
ジ
ア
ム
で
行

わ
れ
ま
し
た
。 

 

１
回
戦
は
、
大
阪
３
位
の

あ
べ
の
翔
学
高
校
と
対
戦

し
、
延
長
10
回
タ
イ
ブ
レ
ー

ク
（
無
死
一
塁
、
二
塁
で
開

始
）
の
末
、
２
対
１
で
勝
利

し
ま
し
た
。 

２
回
戦
は
、
滋
賀
県
１
位

の
比
叡
山
高
校
で
、
こ
れ
ま

で
練
習
試
合
を
し
て
勝
っ
た

こ
と
が
な
か
っ
た
の
で
す

が
、
２
対
０
で
勝
利
し
ま
し

た
。 準

決
勝
は
、
奈
良
県
１
位

の
天
理
高
校
で
す
。
４
回
に

１
点
を
取
ら
れ
、
取
り
返
す

こ
と
が
で
き
な
い
ま
ま
敗
れ

て
し
ま
い
ま
し
た
。 

こ
こ
数
試
合
、
敗
戦
も
何

度
か
経
験
し
て
い
ま
す
が
、

失
点
が
少
な
く
、
ま
た
エ
ラ

ー
が
な
い
と
い
う
こ
と
が
、 

 

 

 

右
の
ポ
ス
タ
ー
は
、
電
車
の

駅
に
掲
示
し
て
あ
っ
た
も
の

で
す
。 

 

「
駅
と
電
車
内
の
迷
惑
行
為

ラ
ン
キ
ン
グ
（S

ta
tio

n
 a

n
d

 

T
r
a
in

 
 C

a
r 

 N
u

is
a
n

ce
 

R
a

n
k

in
g

）」
と
大
き
く
書
か
れ

て
、
そ
の
下
に
は
、「
う
っ
か

り
、
誰
か
に
迷
惑
を
か
け
て
い

ま
せ
ん
か
？
」。 

 

ラ
ン
キ
ン
グ
の
１
位
は

「
騒
々
し
い
会
話
・
は
し
ゃ
ぎ

ま
わ
り
等
」
、
２
位
は
「
座
席

の
座
り
方
」
、
３
位
は
「
荷
物

の
持
ち
方
・
置
き
方
」
、
４
位

は
「
歩
き
な
が
ら
の
携
帯
電

話
・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
操

作
」
、
５
位
は
「
乗
降
時
の
マ

ナ
ー
」
、
６
位
は
「
ヘ
ッ
ド
ホ

ン
か
ら
の
音
も
れ
」
。
そ
し
て
、 

 

一
番
下
に
「
あ
な
た
の
マ
ナ
ー

か
ら
、
み
ん
な
の
駅
・
電
車
内 

強
く
な
っ
て
き
た
証
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。 

【
登
録
選
手
】
３
年
西
馬
琉

（
神
戸
市
立
神
出
中
）、
大
屋

誠
海
（
同
広
陵
中
）
、
鉄
羽
康

司
（
同
鈴
蘭
台
中
）
、
馬
場
海

生
（
同
高
倉
中
）、
下
井
淳
（
西

宮
市
立
鳴
尾
中
）
、
水
田
拳
士

（
同
今
津
中
）、
春
山
若
葉
（
明

石
市
立
大
蔵
中
）
、
飯
田
和
希

（
同
大
久
保
北
中
）
、
岡
本
直

貴
（
同
大
久
保
中
）
、
足
立
駿

（
同
中
）、
２
年
上
治
拓
真
（
神

戸
市
立
原
田
中
）、
森
峻
輔
（
同

雲
雀
丘
中
）、
堀
井
一
樹
（
同

西
代
中
）
、
吉
田
律
摩
（
播
磨

町
立
播
磨
中
）、
長
谷
尚
哉
（
伊

丹
市
立
松
崎
中
）
、
上
月
聖
也

（
西
宮
市
立
学
文
中
）、
１
年

柳
瀬
凌
央
（
明
石
市
立
大
久
保

北
中
） 

 

を
心
地
よ
く
」
と
書
か
れ
て
い

ま
す
。 

 

先
日
、
本
校
に
も
「
電
車
の

中
で
、
背
中
に
背
負
っ
た
リ
ュ

ッ
ク
サ
ッ
ク
で
押
さ
れ
た
」
と

苦
情
の
電
話
が
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。 

 

「
背
中
に
は
目
が
な
い
」
と 

 

言
い
ま
す
が
、
周
囲
の
迷
惑
に

な
ら
な
い
よ
う
に
、
気
を
つ
け

た
い
も
の
で
す
。 

 

電
車
の
中
で
、
ド
ア
の
中
ほ

ど
の
床
に
荷
物
を
置
く
。
さ
ら

に
そ
れ
が
数
人
で
と
な
る
と
、

乗
降
す
る
人
に
は
大
き
な
迷

惑
で
す
。 

 

こ
の
数
人
で
固
ま
っ
て
い

る
状
態
で
は
、
き
っ
と
大
き
な

声
で
会
話
を
し
て
い
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
？
「
大
き

な
声
」
も
不
快
な
も
の
で
す
。

マ
ナ
ー
を
守
っ
て
み
ん
な
が

気
持
ち
よ
く
過
ご
せ
る
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。 

ちょっと一言 「リュックサック」のことを「ザック」とか、「バックパック」といったりします。多くの人が

日常的に「リュックサック」を担いでいますが、このように多くの人が担ぐようになったのは、阪神・淡路大震

災の時からのように思います。震災当時、交通網が遮断され、歩くことを余儀なくされたからです。本校も通学

用のカバンとして採用されて３年になりました。「リュックサック（rucksack）」とは、「背中に担ぐ荷物袋」と

いう意味のドイツ語です。「バックパック」は同じ意味の英語です。また、「ザック」は、rucksack のドイツ語

読み「ルックザック」が略されたものです。でも、ドイツでは「ザック」は単なる袋のことを指すようです。 

 

                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                         


